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今年度も多くの職員が入職しました。
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4
月
26
日
（
木
）
ハ
ミ
ル

ト
ン
ホ
テ
ル
上
総
に
お
い
て

永
年
勤
続
者
表
彰
が
行
わ
れ

た
。
今
年
度
は
勤
続
30
年
5

名
、
勤
続
20
年
11
名
、
勤
続

10
年
21
名
で
あ
り
、
池
田
院

長
よ
り
表
彰
状
と
目
録
が
贈

ら
れ
た
。	

（
関
連
記
事
4
面
）

　

平
成
30
年
度
入
社
式
と
新

入
職
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
、
4
月
2
日
・
3
日
・

4
日
に
行
わ
れ
た
。

　

入
社
式
で
は
池
田
院
長
の

挨
拶
の
後
に
、
新
入
職
員
を

代
表
し
て
看
護
師
の
松
尾
麗

恩
さ
ん
よ
り
誓
い
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
た
。

　

入
社
式
に
続
い
て
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
岡
崎

看
護
部
長
・
宮
本
事
務
長
よ

り
当
院
の
概
要
や
理
念
、
就

業
規
則
の
説
明
、
先
輩
職
員

か
ら
の
話
並
び
に
病
院
施
設

の
防
災
と
感
染
に
つ
い
て
講

義
を
受
け
た
。

　

2
日
目
は
社
会
人
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
と
電
話
応
対
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
3
日
目
は
救

命
救
急
法
・
応
急
処
置
訓
練

の
後
に
、
安
全
対
策
、
個
人

情
報
保
護
法
に
つ
い
て
の
講

義
、
4
日
目
以
降
は
各
々
が

所
属
部
署
に
配
置
さ
れ
た
。

（
関
連
記
事
4
面
）

　

去
る
3
月
24
日
（
土
）、
本

館
2
階
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
室
に
て
第
17
回
リ
ハ
ビ
リ

　

平
成
30
年
1
月
よ
り
進
め

ら
れ
て
い
た
君
津
病
院
内
の

案
内
表
示
（
サ
イ
ン
）
改
修

工
事
が
完
了
し
た
。

　

診
察
や
検
査
、
入
院
や
お

見
舞
い
等
様
々
な
目
的
で
毎

日
多
く
の
方
が
来
院
さ
れ
て

い
る
中
で
、
目
的
と
す
る
場

所
へ
の
案
内
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
表
示
に
求
め
ら
れ

る
項
目
と
し
て
は
、
①
よ
く

見
え
る
こ
と
・
②
理
解
が
容

易
で
あ
る
こ
と
・
③
す
ぐ
に

役
に
立
つ
こ
と
等
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
今
回
外
来
、
病
棟

の
案
内
表
示
を
統
一
し
、
利

便
性
向
上
に
繋
が
る
よ
う
に

改
修
工
事
を
行
っ
た
。

　

外
来
は
、
受
付
か
ら
診
察

室
ま
で
の
動
線
を
わ
か
り
や

す
く
表
示
し
、
速
や
か
に
目

的
の
場
所
へ
移
動
が
で
き
る

よ
う
に
、
案
内
表
示
は
情
報

表
示
と
避
難
経
路
等
危
険
回

避
情
報
を
併
せ
持
っ
た
表
示

と
し
た
。

　

入
院
病
棟
で
は
、
壁
と
天

井
に
効
果
的
に
文
字
並
び
に

矢
印
等
が
表
示
さ
れ
、
目
的

に
応
じ
た
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム（
視

覚
記
号
）
が
患
者
さ
ん
の
理

解
を
補
助
で
き
る
よ
う
に
配

置
し
た
。

　

今
後
は
外
来
の
情
報
提
供

ス
ペ
ー
ス
（
掲
示
板
）
の
改

修
も
予
定
し
て
お
り
、
当
院

を
利
用
す
る
方
々
の
利
便
性

向
上
へ
の
取
り
組
み
を
続
け

て
い
く
。

編
集
後
記

松尾　麗恩（看　護　師）
坂　　莉歩（看　護　師）
一森有里枝（看　護　師）
稲森真里奈（看　護　師）
大島沙也加（看　護　師）
福永美佳子（看　護　師）
宮野　優子（看　護　師）

佐藤　利絵（看　護　師）
田中実香子（看　護　師）
長谷川佳乃（看　護　師）
林　　身佳（看　護　師）
小形　竜也（看　護　師）
家室美沙希（看　護　師）
上原　奈々（看　護　師）

永吉　由真（准 看 護 師）
佐々木良輔（薬　剤　師）
澁澤　工裕（臨床工学技士）
桜井　海斗（臨床工学技士）
竹田　祥悟（臨床工学技士）
宮崎　大貴（理学療法士）
佐々木陽子（作業療法士）

奥津歌穂里（管理栄養士）
園田　　花（ク ラ ー ク）
石井かすみ（ク ラ ー ク）
鈴木満梨奈（ク ラ ー ク）
西熊奈々子（ク ラ ー ク）
小川　純平（事　務　員）
鈴木　麻夢（事　務　員）

古賀　瑞樹（事　務　員）
山本　美佳（保　育　士）
今関　知子（保　育　士）
小高　夏美（保　育　士）
北村千恵子（調　理　員）
木村　一美（准 看 護 師）

平成30年度永年勤続者表彰

平成30年度の特定健診・後期高齢者健診は予
約制となっております。
事前に予約を取ってから来院をお願いします。

予約受付番号
０４３９－５２－２３６６

受付時間
９：００～１６：００

結果をお伝えする日も予約制となります。検査を
受けた際に、結果を聞きに来ていただく日を健診
担当者からご案内いたしますのでご都合の良い日
をお知らせください。

特定健診について

【平成30年度　健康診査実施一覧】
国民健康保険
特定健康診査

後期高齢者医療
制度の健康診査

対象者（年齢） 40歳から74歳の
国保加入者 75歳以上

実
施
期
間

木更津市 6/1〜10/31 6/1〜10/31	
2/1〜2/28

袖ケ浦市 6/1〜8/31 6/1〜9/30	
2/1〜2/28

君津市 5/15〜8/31 5/15〜8/31	
10月　2月

富津市 5/10〜8/31 9/4〜12/4	
2/1〜2/28

4月26日（木）於 ハミルトンホテル上総

平成30年度入社式

院内サインリニューアル

看
護
の
日

（
ま
ち
の
保
健
室
）

永
年
勤
続
者
表
彰

入
社
式
及
び
新
入
職
員

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

第
17
回
リ
ハ
ビ
リ
教
室

日
時　

平
成
30
年
7
月
28
日（
土
）

場
所　

新
館
大
会
議
室

内
容
　
糖
尿
病
と
熱
中
症

　

詳
細
は
病
院
内
に
提
示
し
て
あ

る
ポ
ス
タ
ー
に
て
ご
案
内
致
し
ま

す
。 健

康
教
室
開
催
の

お
知
ら
せ

第
１
２
３
回
糖
尿
病
教
室

30年表彰 10年表彰20年表彰

・中谷美砂（看護師）
・鈴木明美（看護師）
・林美恵子（看護師）
・佐藤まゆみ（看護師）
・吉田一郎（臨床工学技士）

・山下美弥子（看護師）
・谷美行（看護師）
・野中由美（看護師）
・小石紀代美（看護師）
・花澤久代（准看護師）
・明石恭子（看護助手）
・山口曜（臨床工学技士）

・渡辺仙志（臨床工学技士）
・松井和之（薬剤師）	
・安高由紀（薬剤師）
・小池美沙緒（保育士）

・永嶌薫（医師） 
・山下智美（看護師）
・草野美帆（看護師） 
・渡邉道子（看護師）
・石原みゆき（看護師）
・高坂佑紀（看護師）
・永井千恵子（看護師）
・鳥海明子（看護師）
・高橋由美子（看護師）
・大田邦子（看護師）
・宗島千秋（放射線技師）

・五十嵐理恵（臨床検査技師）
・八木下みか子（放射線科助手）
・佐久間恵子（クラーク） 
・相田美子（クラーク）
・平野由紀子（クラーク）
・山田恵美（クラーク）
・柳原禎乃（クラーク） 
・小川千恵子（調理員）
・松井圭子（事務員）
・高山裕孝（事務員）

　

５
月
12
日
（
土
）
イ
オ
ン

モ
ー
ル
富
津
に
て
「
ま
ち
の

保
健
室
」
が
開
催
さ
れ
、
当

院
よ
り
２
名
の
看
護
師
が
参

加
し
た
。

　

５
月
12
日
の
看
護
の
日
に

合
わ
せ
て
千
葉
県
看
護
協
会

君
津
地
区
部
会
が
毎
年
開
催

し
て
い
る
一
般
参
加
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
。
こ
の
日
は
、
君

津
地
区
四
市
（
君
津
・
木
更

津
・
富
津
・
袖
ヶ
浦
）
地
域

の
医
療
機
関
に
所
属
す
る
保

健
師
、
看
護
師
が
健
康
相
談

や
栄
養
相
談
を
行
い
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
、
骨
密
度

測
定
・
ス
ト
レ
ス
度
計
測
な

ど
を
行
っ
た
。
約
130
名
の
参

加
が
あ
り
、
幅
広
い
年
齢
層

に
健
康
へ
の
関
心
と
意
識
を

高
め
る
よ
う
に
努
め
た
。

　

玄
々
堂
じ
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向

け
住
宅
「
ウ
ェ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
君
津
」
が
開
設
1
周
年
を

迎
え
た
。

ウ
ェ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
君
津
・

玄
々
堂
じ
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
院
1
周
年

　玄々堂君津病院ボランティアグループ「けやきの会」に
は、現在46名のボランティアが登録し、病院内でボランティ
ア活動を行っています。今回は、活動の一つ「手作業ボラン
ティア」について紹介します。
　皆さんは病院の中で青い袋を肩からかけて、患者さんと
歩いている病院スタッフを見かけたことはありませんか？こ
の袋は酸素ボンベを入れるもので、 酸素吸入が必要な患者
さんが、検査などで病院内を移動する際に使用している物
です。この他にも、車いすに取りつけるバックや、季節ごとに待合室を飾る
つるし飾りなどもボランティアさんの作品です。またガーゼたたみといっ
た医療材料の準備のお手伝い等、ボランティア室内での活動が中心となっ
ていますが、見えない所から患者さんや職員をサポートしてくれる、そんな
ボランティア活動が手作業ボランティアです。

　

当
法
人
で
は
初
め
て
介
護

事
業
に
参
入
し
、
医
療
と

介
護
の
融
合
を
テ
ー
マ
に
開

設
し
た
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
は
、
現
在

38
名
の
方
が
入
居
さ
れ
て
い

る
。
併
設
の
玄
々
堂
じ
ん
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
主
に
通
院

血
液
透
析
と
、
通
所
リ
ハ
ビ

リ
を
行
っ
て
お
り
、
ウ
ェ
ル
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
君
津
の
入
居
者

も
通
院
し
て
い
る
。

　

1
周
年
を

記
念
し
て
、

ウ
ェ
ル・ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
君
津

で
は
、
6
月

16
日
に
特
別

食
を
提
供
し

た
。

教
室
を
開
催
し
た
。
今
回
の

内
容
は
「
体
力
測
定
」
と
し
て
、

参
加
者
12
名
に
対
し
て
実
施

し
た
。

　

体
力
測
定
は
①
握
力
②
長

座
体
前
屈
③
加
齢
に
よ
る
筋

肉
の
衰
え
等
を
測
定
で
き
る

S
P
P
B
（
バ
ラ
ン
ス
・
4
m

歩
行
・
椅
子
立
ち
あ
が
り
の

3
種
類
の
テ
ス
ト
）
の
全
5

種
目
を
行
っ
た
。

　

次
回
の
第
18
回
リ
ハ
ビ
リ

教
室
の
テ
ー
マ
は
、
膝
や
股

関
節
の
変
形
と
な
っ
て
お
り
、

9
月
末
に
開
催
予
定
で
あ
る
。

　

平
成
30
年
2
月
医
療
法
人
新

都
市
医
療
研
究
会「
君
津
」会
の

理
事
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

法
人
の
責
任
者
と
し
て
、今
後
も

地
域
の
皆
様
の
医
療
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
向
上
さ
せ
る
べ
く
努
力
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
当
法
人
に
つ
い
て
簡
単
に

ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
当
地
域
に
は
長
年『
玄
々

堂
』の
名
前
で
呼
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
、玄
々
堂
君
津
病
院
を

は
じ
め
木
更
津
市
岩
根
地
区
に
あ

り
ま
す
、玄
々
堂
木
更
津
ク
リ
ニッ

ク
、病
院
裏
手
の
玄
々
堂
じ
ん
ク
リ

ニ
ッ
ク
、そ
し
て
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
ウ
ェ
ル・ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
君
津
が
属
し
て
お
り
、今
年
度

秋
に
は
富
津
市
佐
貫
地
区
に
玄
々

堂
佐
貫
ク
リ
ニッ
ク（
仮
称
）を
開

設
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

ま
た
、神
奈
川
県
大
和
市
に
140
床

の
急
性
期
病
院
の
南
大
和
病
院
、

そ
こ
に
隣
接
す
る
南
大
和
ク
リ
ニッ

ク
、南
大
和
高
座
ク
リ
ニッ
ク
と
い

う
2
つ
の
診
療
所
と
老
人
保
健
施

設
さ
く
ら
プ
ラ
ザ
が
属
し
て
お
り
、

千
葉
・
神
奈
川
と
2
県
に
わ
た
り

運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
も『
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

皆
様
に
レ
ベ
ル
の
高
い
医
療
、介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
』と
い
う
創

設
時
か
ら
の
理
念
の
も
と
に
設
立

し
、部
門
ご
と
の
交
流
や
研
修
を
行

い
、お
互
い
に
仲
の
良
い
ラ
イ
バ
ル
と

な
る
よ
う
な
関
係
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

　

昨
年
度
開
設
し
ま
し
た
、玄
々

堂
じ
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク
、ウ
ェ
ル・ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
君
津
は
、お
か
げ
さ
ま
で
無

事
に
一
周
年
を
迎
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。玄
々
堂
じ
ん
ク
リ
ニッ
ク

は
当
院
の
総
合
腎
臓
病
セ
ン
タ
ー

の
4
番
目
の
透
析
施
設
と
し
て
、

地
域
の
透
析
患
者
さ
ん
の
診
療
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、ウ
ェ
ル・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
君
津
で
は
、地
域
の
皆

様
に
ご
入
居
い
た
だ
き
、介
護
、リ

ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、今
後
も
充
実
し
た

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

当
法
人
に
属
す
る
施
設
の
職
員

一
同
地
域
の
皆
様
へ
提
供
で
き
る

医
療・介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。皆
様
の
ご
理
解・ご
支
援
を
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

理事長
池田 重雄

▼�

今
年
の
夏
は
ど
こ
の
山
に
登

り
に
い
こ
う
か
な
ぁ	

�

（
Ｔ
Ｙ
Ｍ
）

▼�

今
年
も
も
う
半
分
。
早
い

な
ー
。
あ
と
半
分
頑
張
り
ま

す
。	

（
休
日
晴
れ
）

▼�

も
う
今
年
も
半
分
過
ぎ
た
！

運
動
不
足
を
解
消
し
た
い
な

～
。	

（
夏
み
か
ん
）

▼�

７
月
な
の
に
…
…
。
暑
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
。
熱
中
症

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

	

（
Ｒ・Ｒ
）

▼�

今
年
の
夏
こ
そ
美
ボ
デ
ィ
へ

�

（
バ
ス
ケ
ト
ラ
ウ
マ
）

▼�

今
年
の
夏
も
向
日
葵
に
元
気

を
も
ら
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

�

（
わ
ぁ
い
）

▼�

梅
の
実
が
沢
山
実
っ
た
の
で
、

梅
酒
と
梅
干
し
作
り
に
挑

戦
！
初
め
て
の
梅
仕
事
、結
構

大
変
で
し
た
。	

（
ぽ
ち
）

▼�

夏
バ
テ
に
は
ロ
ー
ズ
ヒ
ッ
プ

や
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
、
ペ
パ
ー

ミ
ン
ト
等
の
温
か
い
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
が
胃
腸
に
優
し
く
効

果
的
な
よ
う
で
す(*^_^*)

�

（
青
林
檎
）

▼�

成
功
は
限
界
の1cm

先
に
あ

る
（
笑
）�

（
よ
し
田
）

▼�

医
療
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
導
入
は

ど
う
な
る
の
か
に
関
し
て
、
思

い
を
巡
ら
し
て
い
ま
す

（
ア
ブ
く
ん
）

理
事
長

　
就
任
あ
い
さ
つ
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よ
り
良
い
透
析
医
療
を
提

供
す
る
た
め
に
は
、
医
師
、

看
護
師
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
が

連
携
し
、
一
人
の
患
者
さ
ん

を
異
な
る
職
種
の
複
数
の
専

門
家
が
、
お
互
い
の
知
識
、

技
術
を
持
ち
寄
る
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
チ
ー
ム
は
管
理
栄
養

士
、
看
護
師
、
臨
床
工
学
技

士
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
お

り
、
栄
養
状
態
の
改
善
が
必

要
な
患
者
さ
ん
に
対
し
、
栄

養
療
法
を
行
う
こ
と
で
、
予

後
の
改
善
、
入
院
期
間
の
短

縮
、
Q
O
L
（
生
活
の
質
）

の
向
上
な
ど
を
目
標
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

①�

保
存
期
か
ら
透
析
導

入
ま
で
の
総
合
的
な

栄
養
ケ
ア

　

栄
養・食
事
療
法
は
C
K
D

（
慢
性
腎
臓
病
）
の
治
療
に

大
き
な
意
義
を
も
た
ら
し
ま

す
。
保
存
期
の
患
者
さ
ん
に

対
し
て
は
、
透
析
ま
で
の
期

間
を
少
し
で
も
伸
ば
す
た
め

の
栄
養
管
理
を
実
施
。
透
析

導
入
後
は
栄
養
状
態
の
低
下

を
招
き
や
す
い
た
め
、
保
存

期
の
食
事
内
容
と
異
な
る
適

切
な
指
導
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
化
も
進
む

中
、
食
欲
低
下
な
ど
か
ら
栄

養
状
態
が
低
下
す
る
患
者
さ

ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

食
事
だ
け
で
な
く
、
経
口
栄

養
剤
や
ア
ミ
ノ
酸
製
剤
な
ど

を
取
り
入
れ
た
総
合
的
な
栄

養
ケ
ア
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

②�

電
子
カ
ル
テ
内
の
栄

養
管
理
シ
ス
テ
ム
の

構
築

　

他
職
種
が
同

時
に
同
じ
患
者

さ
ん
の
栄
養
状

態
を
把
握
で
き

る
よ
う
、
栄
養

状
態
を
点
数
化

し
、
電
子
カ
ル

テ
に
反
映
す
る

シ
ス
テ
ム
を
構

築
中
で
す
。

③�

栄
養
状
態

　
評
価
法
　

　

患
者
さ
ん
の

栄
養
状
態
を
客

観
的
か
つ
総
合

的
に
評
価
し
、

そ
の
方
に
適
し

た
栄
養
療
法
を

選
択
し
ま
す
。

そ
の
評
価
の
手

段
と
し
て
、

チ
ー
ム
で
は
患

者
さ
ん
の
栄
養

状
態
を
計
算
に
よ
り
算
出
し

た
Ｇ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
と
い
う
栄
養
指

標
と
、
栄
養
状
態
を
点
数
化

し
て
評
価
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｓ
シ
ー

ト
と
い
う
も
の
を
用
い
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
臨
床
工
学
技
士
が

ア
ル
ブ
ミ
ン
値
と
Ｇ
Ｎ
Ｒ
Ｉ

を
用
い
て
栄

養
状
態
の
改

善
が
必
要
な

患
者
さ
ん
を

抽
出
し
ま

す
。
看
護
師

は
そ
の
患
者

さ
ん
の
家
族

構
成
や
、
調

理
担
当
者
、

生
活
環
境
の

問
題
点
を
調

べ
ま
す
。
管

理
栄
養
士
は

患
者
さ
ん
の

上
腕
周
囲
長

3

　

下
肢
静
脈
瘤
は
、
比
較
的

発
症
頻
度
の
高
い
疾
患
で
、

本
国
で
は
45
歳
以
上
の
女
性

で
約
25
％
、
男
性
で
約
12
％

に
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

下
肢
静
脈
瘤
は
読
ん
で
字

の
ご
と
く
静
脈
の
病
気
で

す
。
一
般
的
な
疾
患
で
す
が
、

そ
の
病
態
は
深
く
理
解
さ
れ

て
お
ら
ず
、
誤
解
が
多
い
の

も
現
実
で
す
。

　

今
回
は
下
肢
静
脈
瘤
の
原

因
や
症
状
、
治
療
に
関
し
て

簡
単
に
説
明
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
原
因
】

　

下
肢
の
血
管

に
は
①
心
臓
か

ら
下
肢
に
向

か
っ
て
血
液
を

送
る
動
脈
と
、

②
下
肢
の
血
液

を
心
臓
に
戻
す

静
脈
が
あ
り
ま

す
。

　

下
肢
の
血
液

は
、
筋
肉
の
収

縮
に
よ
る
ポ
ン

プ
作
用
に
よ
っ

て
心
臓
に
向
っ

て
押
し
上
げ
ら

れ
ま
す
。
さ
ら

に
静
脈
に
は
血
液
が

重
力
に
よ
っ
て
逆
流

し
な
い
よ
う
に
、
逆

流
防
止
弁
が
存
在
し

て
い
ま
す
。
こ
の
弁

が
壊
れ
機
能
を
失
う

と
、
本
来
心
臓
に
戻

る
べ
き
静
脈
血
の
一

部
が
逆
流
し
、
下
肢

に
う
っ
血
し
ま
す
。

こ
れ
が
下
肢
静
脈
瘤

の
発
症
す
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
で
す
。（
図
①
）

　

静
脈
の
弁
が
壊
れ

る
原
因
は
様
々
で
、

加
齢
、
肥
満
、
妊
娠

や
出
産
、
ま
た
長
時

間
の
立
ち
仕
事
等
、

職
業
性
の
も
の
も
あ

り
ま
す
。
遺
伝
性
に

起
こ
る
事
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
症
状
】

　

症
状
は
、
下
肢
の
膝
下
に

静
脈
が
浮
き
上
が
っ
て
き
た

事
に
気
づ
き
病
気
を
自
覚
す

る
事
が
大
半
で
す
。

　

病
気
が
進
行
す
る
と
、
下

肢
の
う
っ
血
に
よ
り
、
む
く

み
、
だ
る
さ
、
頻
回
な
こ
む

ら
が
え
り
な
ど
の
症
状
が
起

こ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
重
症
化
す
る
と
、

静
脈
う
っ
滞
を
原
因
と
す
る

皮
フ
炎
や
、
難
治

性
の
皮
フ
潰
瘍
と

な
る
場
合
も
あ
り
、

生
活
の
質
を
か
な

り
損
な
う
症
状
と

な
り
ま
す
。

　

た
だ
下
肢
の
血
行
障
害
を

起
こ
す
動
脈
疾
患
で
は
な
い

た
め
、
下
肢
が
壊
死
と
な
り
、

切
断
を
要
す
る
様
な
致
命
的

な
事
態
と
な
る
事
は
非
常
に

稀
で
す
。（
写
真
①
・
②
）

【
治
療
】

　

治
療
に
つ
い
て
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
壊
れ
た
弁
を
修

復
す
る
治
療
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

保
存
的
な
治
療
と
し
て
弾

性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
や
包
帯
を

用
い
た
圧
迫
療
法
が
あ
り
ま

す
。
下
肢
の
圧
迫
に
よ
り
、

う
っ
滞
し
た
血
液
が
押
し
上

げ
ら
れ
、
静
脈
う
っ
滞
を
原

因
と
し
た
各
症
状
が
緩
和
さ

れ
、
皮
フ
炎
や
潰
瘍
を
治
癒

す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
病
気
を
根
治
す
る
た
め

に
は
、
外
科
的
な
治
療
が
必

要
で
す
。

　

外
科
的
な
治
療
に
は
①
ス

ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
手
術
（
弁
の

壊
れ
た
静
脈
を
抜
去
す
る
）、

②
血
管
内
治
療
（
レ
ー
ザ
ー

や
ラ
ジ
オ
波
を
用
い
て
血
流

を
焼
灼
し
閉
塞
さ
せ
る
）、
③

硬
化
療
法
（
炎
症
を
起
こ
す

薬
剤
を
静
脈
内
に
注
入
し
て

閉
塞
さ
せ
る
）
な
ど
が
あ
り
、

当
院
で
も
、
こ
の
よ
う
な
治

療
が
提
供
で
き
ま

す
（
②
血
管

内
治
療
は

現
在
準
備

中
）

【
最
後
に
】

　

下
肢
静
脈
瘤
は
、
病
院
へ

の
受
診
を
た
め
ら
っ
て
し
ま

う
様
な
恐
し
い
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
早
期
診
断
・
治

療
に
よ
っ
て
手
術
治
療
を
避

け
る
事
も
で
き
ま
す
し
、
体

に
大
き
な
負
担
を
与
え
な
い

手
術
治
療
も
あ
り
ま
す
。

　

下
肢
静
脈
瘤
を
心
配
す
る

症
状
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

2

CKD栄養管理チーム

腎センター　  り便
　総合腎臓病センターでは、透析患者さんに最良の医療を提供するため
に、他職種協働の専門チームが活動を続けています。
　第2回目は、CKD栄養管理チームの紹介です。

①出身　東京の下町
②血液型　ひみつ
③趣味・特技
子供のころはクラシックバレエ、成人してからはモー
タースポーツ、中年になってからは旅行、老年になっ
てからはハーブ作り。

④仕事のモットー
老いては子に従え、老年医師は若手に従え。

⑤最後に一言
働き盛りの人が老後に健康でいられる医療指導をで
きることが目標です。

①出身　東京都
②血液型　０型
③趣味・特技
映画・漫画を観たり読んだり
ボクシングで汗を流したり
④仕事のモットー
　生命への畏敬の念
⑤最後に一言
今後とも精進を重ね、地域医療に取り組みたく思っ
ています。

着任医師紹介

総合診療科
今田 秀穂

消化器外科
白銀 大二 

４月に白銀大二医師、今田秀穂医師が常勤医師として着任しましたのでご紹介します。

下
肢
静
脈
瘤
に
つ
い
て

血管外科副部長
北岡 斎

図①

第20回 病院研究発表会
指定講演：座長  診療部 麻酔科部長　久住映子 先生
整形外科術後と深部静脈血栓症の対策について

診療部 整形外科部長　助﨑文雄先生

開催日　平成30年6月15日（金）
場　所　新館大会議室

一般講演：座長　臨床検査科 科長補佐　吉原陽子　/　看護部 主任　砂川亮平
１. 腎臓リハビリテーションチームにおける臨床工学技士の関わり	 臨床工学科　昆　 美穂
２. 糖尿病性腎症患者における味覚障害の検討	 栄養科　高橋 友美
３. 終末期を迎えた透析患者にできる最善の看護とは	 看護部　原田 秋子
４. 生体情報モニタのアラームレポートを用いた現状把握	 臨床工学科　相葉 耕作
５. 診療放射線技師法改正による業務拡大の取り組み	 放射線科　重岡 勇人
６. エコーガイド下穿刺における疼痛の検討〜短軸法と長軸法の比較〜	 臨床工学科　宮崎 拓也

病院教育委員会

リハビリテーション科　理学療法士　森　陽介
足を守る ～足の運動～

　前回まで「足をよく見る」、「足の特徴」、「足病変や対処
法」についてお話してきました。今回は胼

べ ん ち

胝（たこ）や鶏
けい

眼
がん

（うおのめ）を予防するための「足の運動」についてお話しし
ます。
　胼胝・鶏眼は、局所の継続的な摩擦や圧
迫により、皮膚表層の角質が肥厚してでき
ます。胼胝は角質表層の肥厚、鶏眼は角質
が楔型に増殖してできるものですが、これ
らは前回お話した体重を支える部分に好
発します。好発部位としては前足部（親趾や小趾の付け根（図
1）が挙げられます。歩行時前足部に負担がかかる原因は色々
ありますが、そのひとつに、足首の硬さが影響しているとい
われています。　
　そこで今回は、足首の硬さを和らげる運動（ストレッチ）を
紹介します。
　いわゆる「アキレス腱伸ばし」ですが、学生の頃体育の授業
で行なっていたものとは少しやり方が違います。スタティック

（静的）ストレッチと呼ばれているもので、身体を柔らかくす
る際、反動をつけずにゆっくりと伸ばすことがポイントです。
　図2の様に伸ばしたい方の足を後ろ
に引き、膝は伸ばしたままもう一方の
膝を曲げます。「ちょっと痛いかな？」
と感じる位まで伸ばしたらそのまま約
20秒程度保持します。これを左右交互
に２～３回程度行います。ウォーキン
グ前の準備運動や、お茶の間でテレビを見ながら行なってみ
ても良いと思います。
　今回は「足の運動」として、前足部への負担軽減のためのス
トレッチをご紹介しました。次回も引き続き「足を守る」方法
をお伝えしていきたいと思います。

図1

図2

フットケアチーム
シリーズ

（
写
真
①
）
と
皮
下
脂
肪
厚

や
筋
肉
量
（
写
真
②
）
の
計

測
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
最

後
に
Ｍ
Ｉ
Ｓ
シ
ー
ト
で
評
価

を
行
い
、
栄
養
療
法
の
提
案

を
し
て
治
療
に
繋
げ
ま
す
。

　

栄
養
管
理
は
、
す
べ
て
の

患
者
さ
ん
の
治
療
に
共
通
す

る
最
も
基
本
的
な
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。
治
療
効
果
を

最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
に

も
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
お

互
い
の
専
門
性
を
発
揮
し
、

栄
養
面
か
ら
患
者
さ
ん
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
行
き
ま
す
。

写真①

写真①

写真②

写真②


